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。最近有志の学生諸君とスモン病の研究を retrospec圃 
tiveに調べて見る機会を持ちました。スモン調査研究
協議会々長の予研甲野礼作博士の記載によれば，スモン
病についての学会報告は昭和 33年ごろからなされてい
るが，最初の原著論文は昭和 36年になって始めて発表
されたとのことです。スモンのような新しい機作による
疾病を独立した疾患として認めるためには，やはりしっ
かりした原著論文の出現が必要であったことと推察され
ます。学会発表にはそれなりの効用があると思います
が， 原著を書き上げてしかるべき雑誌に投稿すること
が，問題の解決の第一歩になることでしょう。。この 10月の 31日に，千葉大学移植懇話会と千葉医
学会との共催で，カリフォルニア大学 P. I. Terasaki 
教授の“ Biological significances of HL-A" と題
する講演会が附属病院 3階会議室で聞かれました。 
Terasaki教授は HL-A については世界的な権威であ
り，ローマ字書きの原稿による日本語の講演は大変興味
がありました。千葉医学会としてはその講演内容を本誌
に掲載するよう教授にお願いしたところ，快諾されまし
たので 50巻の 2号ないし 3号に掲載できるものと期待
しております。
最近本学にも外国の著明な学者を迎えて講演を聞く機
会が多くなり大変うれしく思っております。 10月には
またカリフオJレニアの Scripps研究所の Dixon博士
が記念講堂で講演され，その内容は第二病理の重松博士
によって“ kurzfassen" されて次号に掲載されます。
これからも内外の学者による講演，セミナーなどはでき
るだけ本誌に掲載して行きたいと思います。
く〉 本号には原著として 2篇の論文が掲載されているに
すぎず残念でした。最近は千葉医学会の会員の中にも外
国の有名な雑誌に論文を発表する方々が増えて来たこと
は同慶の至りです。反面，毎年刊行されている教官業績
目録を見ると論文をさっぱり発表しない教官も少なから
ずおられるようです。本誌は誌面を提供していささか発
表に援助の手を差しのべています。自信とプライドは論
文において発揮すべきものでありましょう。
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